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議 事 日 程（６月定例会） 

 

日程第１ 議案第 29号 高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について  

日程第２ 報告事項   

 １ 令和２年第３回高松市議会定例会追加提出議案に対する意見の申

出について 

 

 ２ 令和２年第３回高松市議会定例会答弁要旨について  

 ３ 学校の全面再開後の教育活動等について  

 ４ 高松市少年育成センター運営協議会委員の委嘱について  

 ５ 「第１６回高松市子ども読書まつり 読書感想画」及び「第９回高

松市図書館を使った調べる学習コンクール」の作品募集について 

 

 ６ 高松市学校条例の一部改正について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【令和２年６月３０日（火） 議 事 内 容】 

 

午前９時３０分 開会 

 

教育長が、会議録の署名委員に富家委員を指名。 

 

 

日程第１ 議案第２９号 

議案第２９号 「高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について」 

 

学校教育課主幹から、高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 教 育 長  休業が大変長く続きましたので、夏季休業を使い、臨時休業の間の学習を補 

填してくためのものです。学期については、現行は４月１日から８月２４日が１学期、 

８月２５日から高松では２学期が始まるということになっています。 

しかし、令和２年度に限り、８月２０日から２学期を始めるというように整理する 

ため、学期をこのようにさせていただこうと思っております。 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

 

日程第２ 報告事項 

報告事項１ 「令和２年第３回高松市議会定例会追加提出議案に対する意見の申出につい

て」 

総務課長から、令和２年第３回高松市議会定例会追加提出議案に対する意見の申出につい



 

て説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 教育局長  追加補正についてですが、６月の補正議案の当初分として第３号があります。

報告事項１はその追加補正議案の第４号になります。 

 

〇 教 育 長  ベーシックＴＡＫＡＭＡＴＳＵは、冊子になっているものと、ＣＤになって

いるものがありますが、著作権の関係で、ホームページ上に掲載できませんでした。

今回、このような状況下で特別に認めていただき、ホームページに掲載し、家で打ち

出して学習ができるようにしました。しかし、これは前の学習指導要領に準拠した教

科書に沿っているものなので、新しい学習指導要領、教科書に沿う内容に改定する必

要があり、そのための予算を確保しているものです。 

 

〇 委  員  教育総務費の「オンライン学習の実施に向けた物的体制」というのは、今回

の補正では、どの程度の整備を予定されているのでしょうか。 

 

〇 総務課長  今回の追加提出補正では、ビデオ会議システムを各小学校・中学校で使用で

きるようにするためのライセンス料と、クラウド型の授業支援ソフトの利用に係る経

費を計上しています。 

 

〇 委  員  あくまで学校で使用するためのものなのでしょうか。 

 

〇 総務課長  はい、そうです。 

 

 

 

 

報告事項２ 「令和２年第３回高松市議会定例会答弁要旨について」 



 

 

教育局長から、令和２年第３回高松市議会定例会答弁要旨について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 教 育 長  質疑に関しましては、ＧＩＧＡスクール構想を具体化していく上での様々な

問題点に関して質問されています。Ｑ＆Ａのような形になっており、それぞれの疑問

に対する、現時点で把握している段階での回答をしておりますので御覧いただければ

と思います。 

 

〇 委  員  １６ページの端末に対する国の補助ですが、児童数の３分の２は学年で 

いうと、どのような比率になりますか。 

 

〇 教 育 長  ＧＩＧＡスクール構想の前に、教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画

が２０１８～２０２２年度までありまして、これが３クラスに１クラス分程度の環境

整備ということで話を進めていました。そのような中で、今回、新型コロナウイルス

感染症の関係で臨時休業ということになり、ＧＩＧＡスクール構想を加速させていく

上で、残りの３分の２を先に整備しようということになり、３分の１については今ま

でどおり、地方交付税措置をしているのでそちらの方で対応し、そして残りの３分の

２を、今回、国が４万５０００円を１台に対して補助しますということになっていま

す。 

  そのようなことから、先に３分の２が導入されますが、これをどの学年に持ってい

くかとは、これから考えていきたいと思っております。１・２年生に本当に１人１台

必要なのか、ということもありますし、最終学年の小学６年生や中学３年生には１人

１台持たして、臨時休業の対応をする必要があります。また、パソコン室に市内中で

３０００台ほど、１学年分程度の台数がありますので、それを活用し、どの学年に持

っていくとか、ということをこれから考えていくことになると思います。 

 

〇 委  員  小学生なら、５・６年生から３・４年生に、という形でいいと思います 



 

が、全体の比率でということなんですね。 

 

〇 教 育 長  そうですね。 

 

〇 委  員  わかりました。 

 

〇 教 育 長  ３クラスに１クラス分の国の計画は、国の交付税措置あり、３分の１補助と

いう形でして、市の持ち出しが多いということで、なかなか整備するということがで

きなかったのですが、今回は、１台につき４万５０００円を上限に補助するというこ

とで、そちらの方の整備が先に進んでいるような状況です。 

 

 

 

 

報告事項３ 「学校の全面再開後の教育活動等について」 

 

学校教育課主幹及び保健体育課長から、学校の全面再開後の教育活動等について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 委  員  体育祭や他の行事は別の学年でもできるかもしれませんが、修学旅行は小学

校・中学校で１回だけの体験だと思います。それに対してのお考えを聞かせてくださ

い。 

 

〇 学校教育課主幹  大変悩ましい状態です。修学旅行が 1 回の思い出であり、その反面、

現在、新型コロナウイルスの感染が少し心配なところでありますので、現時点ではま

だ決定しておらず、それぞれの校長会で懸案事項として検討しているところです。 

 

〇 教 育 長  中学校が１学期で実施していたところを延期して秋以降にということを考



 

えておりますが、入試がありますので、議論のタイムリミットが来ているところです。

小学校は、９月から１１月で検討していますが、それをどうするかというのを議論し

ているところです。 

おっしゃる通り、一生に一回の、子どもたちが最も楽しみにしている行事で、通常

なら小学生は京阪神に向かいますが、京阪神がまだ終息していない状況で、さらに、

泊を伴うとなると、どうしても宿舎で密な状態になる恐れがあり、なかなか難しいと

ころで、校長会が協議し、そこに私たちも入って協議しているところです。 

 

〇 委  員  学校もそうですが、それを受け入れる側も予定をしていたと思いますので、

影響が大きいのではないのでしょうか。例えば、高松市独自で、県内での修学旅行や、

あるいは、コロナが流行していない場所や、あまり密にならない場所に行先を変更す

るなど検討してはどうでしょうか。まず京阪神は難しいと思います。ただ、修学旅行

の目的が、都会の生活を知るということであれば、趣旨が一貫しないところがあるか

もしれません。しかし、何とかして行かせてあげたい。体育祭もない、修学旅行もな

い、部活もない、総体もない、勉強だけ。夏休みも短縮してとなると、この一年間が

子どもたちにとって暗黒の時代となってしまうのではないかと心配しています。 

 

〇 教 育 長  小学校に学校訪問したときに聞いたことですが、６年生にアンケートを取っ

たそうで、１人だけ保護者が心配で行かせたくないと回答し、その他の方は、皆さん、

行くように計画してくれということでした。京阪神は、どうしても６年生で歴史を勉

強しますので、歴史遺産を見ていくことから京阪神が多いのですが、大阪・京都は厳

しいかなと思っています。 

悩んでいるところなので、教育委員の皆さんの御意見をそれぞれお聞かせいただけ 

るとありがたいと思います。 

 

〇 委  員  他都市の状況は、どうしているのでしょうか。 

 

〇 学校教育課主幹  途中経過ではありますが、現時点では、未定若しくは実施予定という

ところが多くあります。中止する自治体は、香川県内では聞いていません。中核市で



 

は、現時点では６０都市中の２０都市程度しか回答されていませんが、２つほど中止

ということが出ています。その他については、実施若しくは未定ということで、皆さ

ん悩んでいることが伺える状態です。 

 

〇 教 育 長  国は、感染症対策を万全にした状態で、学校の責任において行うのであれば、

実施してもよろしいとしています。観光事業者などとの関係もありますので、難しい

ところです。 

 

〇 委  員  修学旅行の内容としては楽しんで、旅行に行って、学習をするというのが目

的になりますが、子どもたちにとっての学びとして、このコロナという特別な時期に

修学旅行を迎えたということで、この「コロナ」を拡散しないためにどうすればいい

かとかを考える、学びのある修学旅行もいいのかなとも思います。 

気になるのが、受け入れる側のことです。受け入れる側が安全に受け入れ態勢を整

えることができるのかというの問題もあると思うので、悩ましいです。 

 

〇 委  員  ぜひ、子どもたちが宿泊する唯一無二の体験の場でもありますので、実施し

てあげたいという気持ちもありますが、やはり難しい面もあるのかなと思います。あ

と、修学旅行とは違いますが、集団宿泊学習の実施については、今年度はどのように

予定しているのでしょうか。 

 

〇 学校教育課主幹  県からの連絡では、今年度は宿泊については見送るそうです。その活

動内容については、出前授業のような形で学校へ出向き、活動をさせていただくなど、

学校で選択する形になっているので、それぞれの学校において事情が違うかもしれま

せん。ただ、宿泊については、今年度は見送ると聞いています。 

 

〇 委  員  全ての行事、修学旅行に限らず、宿泊学習や体育祭、合唱コンクールなど、

今まで、前年度に実施した行事を学校が組み、行っていますが、この状況下で、何を

残したくて、何が不要不急だったのかという問い直しを迫られている気がします。修

学旅行もいろいろな要素で出来上がっているものなので、子どもたちの楽しみと教員



 

側の目的は違うと思いますが、何をさせたいのか、どういう体験をさせたいのか、何

を学ばせたいのかというのを問われているところかなと思います。ピンチはチャンス

なので、もう一度問い直し、小学生の６年間、中学生の３年間の全体で考え、学校単

位で大変なことではありますが、残すべきものを考えてもいいのかなと思いました。 

 

〇 教 育 長  確かに、少しでも価値があったら、どれもこれも、というようになっていま

したが、教員の働き方改革の観点からも、また、子どもたちの負担軽減という観点か

らも、今回は見直すチャンスではあると思います。 

 

〇 委  員  周りを見ながら判断すると、中止となってしまうと思いますが、自己責任で

行くという考え方もあるのではないでしょうか。 

 

〇 教 育 長  修学旅行は大きな行事ですから、例えば保護者が行くなと言い、行かなかっ

た場合、帰ってきてから、修学旅行の思い出を絵に描いたり、作文を書くなどの学び

もありますので、その時に行ってない子どもはどうするのか、考えなければなりませ

ん。修学旅行に行った日だけが問題ではないので、なかなか難しいところですが、こ

こ数日で結論を出さなければならない問題について、ご指摘いただいております。 

 

〇 委  員  そのうち、どこかからか聞かれるでしょう。 

 

〇 教 育 長  それはもちろんそうだと思います。委員さんのおっしゃるように、全ての行

事を抜本的に見直していくという、チャンスでありますので、学校行事だけでなく、

もっと簡素化できるものとか、残さなければならないものとか、考えていかなければ

ならないと思います。 

また、子どもたちの様子につきましては、これから学校訪問で様子を見ていただい

て、御意見をいただければと思います。今の時期、訪問しても一年生が１０までの数

を勉強していたり、年度当初と変わらないのだと思ったりするところです。校長先生

にお聞きしたところ、１月経ち、子どもの体力も少し元に戻って、いつものペースで

進められるようになったということでした。やはり、再開期が明けたぐらいの時は、



 

子ども自身が一番疲れていたのではないかなということでした。現在は順調な教育活

動ができているということですので、また御覧いただけたらと思っております。 

 

 

 

 

報告事項４ 「高松市少年育成センター運営協議会委員の委嘱について」 

 

少年育成センター所長から、高松市少年育成センター運営協議会委員の委嘱について 

説明。 

 

 

＜質疑＞ 

（発言する者なし） 

 

 

 

 

報告事項５ 「第１６回高松市子ども読書まつり 読書感想画」及び「第９回高松市図書館

を使った調べる学習コンクール」の作品募集について 

 

中央図書館長から、「第１６回高松市子ども読書まつり 読書感想画」及び「第９回高松市 

図書館を使った調べる学習コンクール」の作品募集について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

〇 教 育 長  今期は夏季休業日が少ないので、作品がどのくらい集まるか心配ではありま

すが、子ども読書まつりは、１１月１日（日）開催ということなので、こちらへの御

参加もお願いいたします。 

 



 

報告事項６ 高松市学校条例の一部改正について 

 

こども園総務課長から、高松市学校条例の一部改正について説明。 

 

 

＜質疑＞ 

 

 〇 教 育 長  既に議決されているということですが、提出日はいつになりますか。 

 

 〇 こども園総務課長  ６月１０日提出です。 

 

 〇 教 育 長  議会の最初の日ですね。認定こども園には、令和３年度になるということ

ですか。 

 

 〇 こども園総務課長  そうです。 

 

 

午前１０時３２分 閉会 

 

 

 

 

議決事項 

「高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について」 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

持ち回り審議による議決事項 

 なし 


